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農
家
経
営
は
深
刻

言

か

ら

旦

企

順

入

候

と

の

戦

い

、

且

肩一
列

且

三

つ

址

強

烈

か
二

‥
筒

十

五

号

、

刈

り

ル

り

羂

士

仲

汗

し

て

や

っ

と

の

思

い

で

刈
。
ノ

ド

プ

于

想

以

上

口

叔

収

と

品

質

の

低

下

。

二

年

続

示

の

凶

作

が

決

定

的

で

す

。

价

年

の

わ

が
膕

の

作

況

作

数

は

ノ
ノ

。

今

年
口

十

ブ

ー

ケ

尹

辷

り

、

上

い

と

こ

个

二

二

～

国

俵

と

且

辷

と

い

勹

千

ご
入

口

ど

ん

と

が

登

几

不

良

仁

土

乙

言

祐

艢

米

と

匸

个

下

匸

説
圉

今

仁
匸
二

そ

は

と

が

ん

匸

つ

了

号

号

た

け

匚

匸

水

流

の

検

☆

≒

寸

言

三

心

ゾ

込

口

言

言

の

人

ヤ

ビ

方

Ｔ

ク

リ

ヤ

丁
。

ク

下

米

は

。

价
二
言

の

且

い

人

且

対

象

か

う

元
⊇

匚

仕

いＩ？
‘Ｊつ
に
且

て

い

る

匸

け

匚

、

且

家

で

に几

⊇

穴
子

で
の

も

の

は

、

去
星
‐
上

り

今

牛

口

にヤ

ブ

勺

ノ

と

深

刻

七

万

愆

に

と
一
訴

え

匸

い

毋
で
丁

。
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むらの財政

石
十
五
年
度
決
算
報
告

昭
和
五
士
五
年
度
の

。村

づ
く

り
″
に
使
っ
た
お
金
の
決
算
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は
二

十
二
億
二
千
五
百
二
十
八
万
円
。

歳
出

は
二

十
一

億
六

千
二
7
1口
四

十

二
万

円

で
す

。
五

十
四

年
度

決

算

に
く

ら

べ
れ

ば
九
億
円

あ
ま

り

も

ふ
え
ま
し

た
。

予

算

、
決
算

と

い
う

と
親
し

み

に
く
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
直
結
し
た
村

の
財
政
で
す
。
た
い
せ
つ
な
財
源

が
有
効
に
活
用
さ
れ
た
か
、
あ
な

た
の
目
で
確
認
く
だ
さ
い
。

(蓬田川災害復旧工事)

あ

な

た

の
お

手

も

と
に

、
五

士
五

年
四

月

号

の
「

広

報
よ

も

ぎ
た

」

か
お

り

ま
す

か
。

そ

こ

に
五

士

五

年
度

の
当

初
予

算

が

出

て

い

ま
す

か

ら

、

比
較

す

る

こ

と

が
で

き

ま
す

。

十

九
億

六

千

四

百
三

十

七
万

円

の
当

初

額

が
二

十
二

億
二

千

五

百
二

十
八

万

円

に

な

っ

た
の

で
す

か

ら

約

十
三

回

の

伸

び

に

な

り

ま
す

。

予

算

は

一
種

の
見

積
り

で

す

。

予

算
実

行

の

結
果

は

必

ず
し

も
予

算

ど

お
り

に

い
か
な

い
場

合

も

あ
り

ま

す
。

年

度

の

途
中

で

昨

年

の

よ
う

な

大

凶
作

と

か
災

害

発
生

と

い
う

事

態

も

あ

り
、

そ

の

つ

ど
補

正

と

い
う

形

で
不

足
し

た
り

余

っ

た

り

す

る

予
算

が
調

整

さ

れ
て

い
き

ま
す

。

歳

入

の
部

で

は

、

そ

の
大

部

分

か
地

方

交
付

税

（
二

八

・
三

回

）
、

国

庫

支
出

金

こ
三
五

・
二

打

）
、
県

支

出

金
（
一
〇
・
五

言

）

で

占

め

ら

れ
て

い
ま
す

。

こ
れ

に

対
し

、

私

た

ち

が
岫

め

て

い

る
村

税

は

歳
入

の
四

・
ハ

イ

。

自
主

財

源

の

少

な

い
村

で

あ

る

ｙ
』
と

を
示

し

て

い
ま
す

。

歳

出

額

の
多

い
も

の
で

は
、

蓬

田
川

災

害

復

旧
工

事

を

含

む

ご
火
害

復

旧

費

”
が
五

億

六
千

九

亘
万

で
全

体

の
二

六
了

。

農

村

基

竹

を

支
え

る
農

林

水

産
業

費

が
四

億

六
ｙ
日
万

円
。
ｙ
』
の
二

つ

を

加

え

る

と
全

体

の
四

五

行

を

占

め

ま
す

。

民

生

費

の
中

に

は

蓬
田

保
育

所

改

築
工

事

費

が
入

っ
て

い
ま

す

。

こ

の

建
設

に

は

、

み
な

さ

ん

の

納
め

た

国

民
年

金

積

立

金

が
役

立

っ
て

い
ま

す
。

加
入

者

が
納

め

た
保

険

料

は

、
将

来

年

金

を

支

払
う

財

源

と
し

て

い
っ

た

ん

大
蔵

省

に

預
け

ら

れ

よ

す

が
、

地

域

の
公

共

福

祉

施

設
建

設

資

金
と

し

て

も
貸

出

し

さ

れ

て

い
る

の
で

す

。
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●むらの財政 規模推移

年　 度 歳 入 決 算額 歳 出決 算額

49
万 円

剛意2,671

万 円

5億1,962

50 剛意3,779 6億1,259

乱 刀意2,039 6億6,865

52 9億 位9 8億１,卵8

53 圉 意4,117 10 億72↓

54 1割意9,330 即 意3,126



4,091万円( 1.9%)

2億4,970万円( 囗.5%)

2億7,966万円(13.0 ％)

4,419万円(2.04%)

47万円(0.02 ％)

4億625万円(18.8%)

122万円(0.06 ％)

2億4,393万円( 囗.3%)

6,466万円（ ３　％）

|億7,038万円( 7.9%)

5億6,934万円(26.3%)

6,671万円(3.08%)

2,500万円Ｏ ．|％）

歳出合計　21 億6,242万円

国庫支出金

7億8,331万円

(35.2%)

地方交付税

6億3,139万円

(28.3%)

県支出金(10.5％)

2億3,3囗万円

村　價

2億770万円

地方譲与税他3,938 万円

村税| 億669万円(4.8%)

繰入金　1億2,065 万円

分担金・負担金・繰越金

その他　|億305万円

歳入合計22 億2,528万円

依
存
財
源
8
5％

自
主
財
源
1
5％

55年度のおもな事業

保育所改築に伴う工事請負費　　　　　　1 億3,696 万円

肉用牛 モデル畜舎新築工事請負 費　　　　　3,533 万円

（畜産団地）避難舎新築工事請負 費　　　　　7,653 万円

県営草地開発事業負担 金　　　　　　　　　　506 万円

玉 松台古 城沼排水路工事　　　　　　　　　　230 万円

玉 松台古城沼ため池整備事業工事　　　　　　922 万円

板木 沢地区ため池整備工事　　　　　　　　　883 万円

農村総 合整備モデル事業用地買収 費　　　　1,114 万円

長科 農村公園工事請負費　　　　　　　　　　306 万円

冷害対 築・農作物種子確保対策事業 補助 金　1,554 万円

中沢長科 裏通り線道路改良工事　　　　　　2,591 万円

中沢長科 裏通り線道路舗装工事　　　　　　　　462 万円

広瀬 ウルシ山橋 かけ かえ工事　　　　　　　　395 万円

中学校 通り道路舗装工事　　　　　　　　　　647 万円

阿 弥陀川村道橋改修工事　　　　　　　　　　240 万円

除雪ブ ルド ーザー 購入　　　　　　　　　　　　815 万円

スクー ルバス購入（ ２台）　　　　　　　　1,580 万円

河 川費（蓬田 川災害復旧関連事業工 事請負費) 8,945 万円

公営 住宅建 設用地 購入　　　　　　　　　　　2,193 万円

防 火水槽新設工 事（ ４基）　　　　　　　　1,055 万円

消防 ポンプ 車２台,小型動力 ポンプ 車2 台購入1,820 万円

蓬田小学校 屋根 張り替え,教 室床 張り替え工事1,734 万円

蓬田幼稚 園入口測溝整備・前庭整備・アル ミ窓取付 。

自動火災報知機 設置……719 万 円

村民体育 施設建 設用地購入　　　　　　　　　1,987 万 円

| 蓬田川災害 復旧 関連工事　　4 億8,973 万 円

阿弥陀川災害復旧 工事　　　　1,235 万 円

災害復旧 費　 西殷沢川災害 復旧 工事　　　　1,248 万 円

関根股沢川災害復旧工事　　　　167 万円

川　 川　害 復旧 工事　　　　　150 万円

広瀬高根 線道 路災害復旧工事　　975 万円

一般会計

学校給食

センター 特別会計

国庫支出金

|億3,805万円

(56.6%)

国保税

8,117万円

(33.3%)

lj醉
そ の 他

1,292万円

I , 135万 円

317万円

994万円

その 他

磐４

歳　入

j2僮3.805万円

l 債3  660 万円］

歳　出

保険給付費

2億2,349万円

(95.7%)

給食収入

2,157万円

(50 ％)

繰 入 金

2,078万円

(48 ％)

その他

24万円

総 務 費

2,075万円

(49%)

給 食 費

2,162万円

(51%)

歳　入

4,259万円1

4,237 万 円］

歳　出

55年度決算3
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質問にも熱が入った説明会

わか村の
行財政改革
基本方針

国の行財政改革が打ち出され、市町村にも厳しい

改善要求が出されました。我が村ではこの内容を検

討し、蓬田村の行財政改革基本方針をまとめ９月10

日に説明会を開きました。

出席者は村内の各種補助団体、各種委員、行政の

各機関、村議会議員、区長など約80人です。 57年度

の予算編成や住民の生活、家計に影響する保育料の

問題もあり、質問にも熱が入りました。村では今回

集まっていただいた住民の中から行財政改革審議会

を組織し、さらに具体的な審議を重ねる計画です。

１

各
種
団
体
の

補
助
金
に
つ
い
て

村
単
独
で
各
種
団

体
に
出
し
て

い

る
補
助
金
は
、
今
年
度
の
当
初
予
算

で

六
十
三
件
あ
り
ま
す
。
金
額
に
す

る
と
二
千
二

百
五
十
八
万
五
千
円
で

す
。
村
と
し
て
は
、
一
割
か
ら
三
割

程
度
の
見
直
し
を
考
え
て

い
ま
す

。

た
だ
し
、
一
律
に
一
割

か
ら
三

割

と
い
う
考
え
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ

の
団
体
の
活
動

が
定
着
し
安
定
し
た

も
の
は
あ
る
程
度
削
減
し

、
さ
ら
に

育
成
の
必
要

な
も
の
、
社
会
的
に
要

望
さ
れ
て

い
る
も
の
に
は
補
助
金
を

出
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。

十
万
円

の
も
の
を
七
万
円
に
す

る

と

い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各

課
、
団
体
と
も
協
議
の
う
え
、
実
情

に
あ
っ
た
補
助
金
の
出
し
方
を
行
い
、

効
果
的
な
補
助
金
に
し

た
い
方
針
で

す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス

2

福
祉
バ
ス
の
使
用

小
学
校
や
中
学
校
、
福
祉
団
体

が

行
う
事
業
で
、
必
ず
や
ら
な
け
れ

ば

な
ら
な
い
も
の
に
は
、
従
来
ど
お
り

バ
ス
運
行
は
必
要
で
す
。

そ
れ
以
外
の
各
種
団
体

が
使
用
す

る
ス
ク
ー
ル

バ
ス
、
福
祉

バ
ス
が
非

常
に
大
き

い
数
字

に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
伴
う
運
転
手

や
車
掌
の
旅
費

超
過
勤
務
手
当
、
バ
ス
の
燃
料
費

も

大
き
な
負
担
で
す
。

各
種
事
業

や
研
修
会
で
、

ぜ
ひ
バ

ス
運
行
が
必
要
な
も
の
は
別
と
し
て
、

各
種
団
体
が
研
修
会
と
称
し
て
雲
谷

へ
行
っ
た
り
、
十
和
田
湖
へ
行
く
場

合

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

だ
ん
だ
ん
遠
く
へ
出
か
け
る
傾
向
で

す
。
村
と
し
て
は
、
こ
の
点
の
改
善

を
計
り
た

い
考
え
で
す
。

３

保
育
料
の

見
直
し
に
つ
い
て

保
育
料

は
国
で
定

め
て

い
る
基
準

が
あ
り
ま
す
。
Ｄ

階
層

は
Ｂ
か
ら
ひ

ま
で
あ
り
、
蓬
田
村
で
は
ｍ

ま
で
利

用
し
て

い
ま
す
。
ｍ

以
上

の
所
得
者

で

あ
っ
て
も
、
保
育
料

は
ｍ

で
押
さ

え
ら
れ
て

い
ま
す
。

東
郡
の
状
況
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

国

の
基
準

ど
お
り

匐
ま
で
徴
収
し
て

い
る
の
は
平

内
町
、
蟹
田
町

、
今
別

町
で
す
。
平

舘
村

と
三
厩
村
は
独
自

の
も
の
を
つ
く
っ
て
、
保
育
料
を
徴

収
し
て
い
ま
す
。
蓬
田
村
と
し
て
は
、

国
の
基
準

ど
お
り
晧
ま
で

い
か
な
く

て
も
、
そ
れ
に
近

い
保
育
料
を
徴
収

し
た

い
計
画
で
す
。

行財政改革 4



４

幼
稚
園
入
園
料

の
見

直
し

当
村
で
は
五
歳
に
な
る
と
、
百
冐

近

く
の
子
供
が
幼
稚
園
に
入
り
ま
す
。

蓬
田
幼
稚
園
は
、
四

月
に
入
園
料
子

五
百
円
を
徴
収
す

る
だ
け
で
、
毎
月

の
保
育
料
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
せ

ん
。現

在
県
内
の
公
立
幼
稚
園
は
二
十

六
（
市
立
五
・
町
立
十

ご
∵

村
立
八
）

あ
り
ま
す
。
こ
の
内
、
毎
月

の
保
育

料
を
と
っ
て

い
な
い
の
は
、
当
村
と

東
通
村

だ
け
で
す

。
市
の
保
育
料
を

平
均
す
れ
ば
月
額
二
千
五
百
二
十
円
、

町
立
で
月
額
二
千
八
百
七
十
九
円

、

村
立
で
月
額
三
千
四
百
五
十
四

円
に

な
り
ま
す

。
県
下

の
公
立
を
平

均
す

れ
ば
、
月
額
二
千
八
百

九
十
九
円

の

保
育
料
で
す
。

わ

が
村
で
も
、
県
下

の
市
町
村
と

均
衡
を
と
り
な

が
ら
、
毎
月
の
保
育

料
徴
収
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

５

祝
酒
・
祝
金
の

廃
止
に
つ
い
て

村
か
ら
補
助
金
の
出
て

い
る
各
種

団
体
か
ら
、
総
会
と
か
研
修
会

の
際
、

村
長

と
議

長

に

案
内

状

が
き

ま
す

。

手

ぶ
ら

で

行

け

な

い

の
で

、

こ

れ
ま

で

は

、
二

升

ず

つ
持

っ
て

出

か
け

ま

し

た

。
村

長

が
出
席

す

る

と

三

千
三

百
円

、
議

長

も

持

っ
て

い
く

と

、

一

回

に

六
千

六

百

円

の
支

出

に

な
り

ま

す

。行

財
政

改

革

の

一

つ
と

し

て

、

こ

れ
ら

の

総
会

、

研

修
会

に
は

祝
酒

や

祝
金
を
廃

正
し

た

い
と

い
弓

方

針
で
す
。

こ

の

よ
う

に
し

て

節
約

し

た

お

金

を

、
母
子

家

庭

児

童

・
生

徒

の
医

療

費

十

割

給
付

に
当

て

る
計

画

で

す

。

こ

の
件

は

、

九
月

議

会

に
提

案

に

な

り

ま

し

た

。

質
問
事
項

123

保
育
料
や
、
幼
稚
園
の
入
園

料

な
ど
を
見
直
し
た
場
合
、
役

場
側
の
計
算
で
は
、
ど
の
く
ら
い
の

増
収
に
な
り
ま
す
か
。
家
庭
の
負
担

は
ど
の
程
度
で
す
か
。

母
子
家

庭
の
児
童
・
生
徒
の

医
療
費
を
十
割
給
付
し

た
い
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
父
子
家
庭
は
ど

う
な
る
の
で
す
か
。

こ
れ
ま
で

の
説
明
で
は
、
行

財
政
改
革

の
し
わ
寄
せ
が
住
民

ぽ
か
り
へ
来
る
よ
う
で
す
。
行
政
側

で
は
ど
ん
な
自
主
的
改
善

を
し

、
努

力
し
て

い
る
の
で
す
か
。
互

い
に
痛

み
を
分
け
あ
う
の
で
な
け
れ

ば
、
片

手
落
ち

の
行
革
で
あ
り
納
得
で
き
ま

せ
ん
。

4

ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
福
祉

バ
ス

利
用
削
減
の
件
で
す

が
、
そ
の

理
由
を
も
う
少
し

く
わ
し
く
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

バ
ス
で
研
修
に
行

く

と
き
な
ど
は
、
ど
の
く
ら

い
の
距
離

ま
で
許
可
に
な
り
ま
す
か
。

5

蓬
田
村
は
教
育
立
村
と
呼

ば

れ
る
ほ
ど
教
育
に
力
を
入
れ
て

き
て
い
ま
す
。
今
回
の
行
革
が
実
施

さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
が
く
ず
れ
る
心
配

は
な
い
の
か
。

6

学
校
給
食

や
清
掃
業
務
の
民

間
委
託
を
進

め
る
よ
う
に
と
い

う
国
、
県
か
ら
の
指
摘
で
す
が
、
蓬

田
村
で
は
将
来
の
展
望
、
計
画

が
あ

り
ま
す

か
。

役
場
職
員
の
定
員
抑
制
策
と
し
て

ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す

か
。

7

今
回
の
よ
う
な
説
明
会
を
、

各
地
区

を
回
っ
て
開
い
て
も
ら

い
た

い
。

回
　
答

1

現
在
蓬
田
村
の
保
育
料
は
、

た
と
え
ば
千
円
の
保
育
料
を
納

め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人
で
あ
れ

ば

八
五
回
を
本
人
が
負
担
し

、
あ
と
の

一
五
回
は
村
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

こ
う

い
う
措
置
は
蓬
田
だ
け
で
す
。

国

の
基
準
ど
お
り
に
保
育
料
を
徴

収
す
れ
ば
、
叺
以
下

で
は
一
五
回

の

行財政改革5

保育所徴収金基準額(56.4.1 現在)

世　帯　の　階　層　区　分 徴収金基準 額 （ 月 額）

区弓
-

A

-

B

-

CI

-

C2

-

C3

-
D,

-

D2
-

D3
-

D4

定　　　　　　　　　 義 ３歳未満児 ３歳以上児

生活保護世帯
円

０

円

０

Ａを除く前年度市町村民税非課税世帯 ０ ０

前年度市町村

民税の課税世

帯であって、

その額が次の

区分に該当す

る世帯

均等割だけ 6,450 4,400

所得割の額が

5,000円未満
7,050 5,000

所得割の額が

5,000円以上
8,050 6,000

前年度所得税

課税世帯であ

って、その所

得税の額が次

の区分に該当

する世帯

3,000円未満 8,800 6,750

3,000～15,000円未満 10,350 8,300

15,000～30,000円未満 12,400 10,350

30,000円以上

60,000円未満
16,750

３歳　14,700

4～5歳14,700

D5

60,000円以上

90,000円未満
22,100

３歳　20,050

4～5歳17,970

D6

90,000円以上

120,000円未満
27,800

３歳　21,120

4～5歳17,970

D7

120,000円以上

150,000円未満
35,200

３歳21,120

4～5歳17,970

D8

150,000円以上

180,000円 未満
39,950

３歳　21,120

4～5歳17,970

D9

180,000円以上

210,000円 未満
43,900

３歳　21,120

4～5歳17,970

Dio

210,000円以上

240,000円 未満
46,190

３歳　21,120

4～5歳17,970

D11

240,000円以上

270,000円 未満
46,190

３歳　21,120

4～5歳17,970

D12
270,000 円以上 46,190

３歳　21,120

4～5歳17,970



回
　
　
　

答

増
加
。
圦
で
頭
打
ち
に
な
っ
て

い
る

人
が
十
九
人
い
ま
す
が
、
所
得
に
よ

っ
て
Ｂ

ま
で
も
っ
て
い
く
と
、
全
体

と
し
て
は
約
二
百
万
円

の
増
収

が
見

込
ま
れ
ま
す
。

幼
稚
園
に
つ

い
て
は
、
月
三
千
円

程
度
の
保
育
料
を
徴
収
す
る
と
、
年

間
約
二
百
四
十
万
円

に
な
り
ま
す
。

園
児
一
人
当

た
り
年
間
三
万

六
千
円

ほ
ど
の
保
育
料
負
担
で
す
。

２

母
子
家
庭
に
つ
い
て
は
、
福

祉
事
務
所
か
ら

ぜ
ひ
や
っ
て
も

ら

い
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
義

務

教
育
終
了
前
の
児
童
・
生
徒
の
医
療

費
は
、
県
が
半
分
、
村

が
半
分
負
担

す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

父
子
家
庭
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か

ら
行
財

政
改
革
審
議
会
を
組
織
す

る

の
で
、
そ
の
中
で
具
体
的
な
話
し
合

い
を
行
い
、
村
独
自
で
や
る
か
ど
う

か
検
討
し
ま
す
。

３

役
場
で
は
人
件
費
な
ど
の
見

直
し
策
と
し
て

、
今
年
七
月
一

日
か
ら
青
森
市
や
蟹
田
町
へ
の
出
張

日
当

を
半
額
に
し
、
財
源
節
約
を
は

か
っ
て
い
ま
す
。
特
別
職
の
給
料
も

五
十
四
年
度
か
ら
通
算
二
十
九
か
月

ア
ッ

プ
等
を
お
く
ら
せ
て

い
ま
す

。

我

が
村

は
自
主
財
源

が
非

常
に
小

さ
な
団
体
で
す
。
国

か
ら
の
地
方
交

付
税
や
国
庫
支
出
金

に
大
き
く
頼
っ

て

い
る
の

が
現
状
で
す
。
こ
れ
ら
の

配
分
を
受
け
る
に
し
て
も
、
村
と
住

民
が
ど
れ
だ
け
努
力
し
た
う
え
で
申

請
を
し
て

い
る
の
か
、
す
で
に
厳
し

い
チ
ェ
ッ
ク

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

財
源
を

い
く
ら
か
で
も
確
保
し

、
単

独
事
業
に
当
て
る
こ
と

が
で
き
る
よ

う

に
、
村
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力
を

お
願

い
し
ま
す
。

４

現
在
ス
ク
ー
ル
バ
ス

が
四

台
、

福
祉

バ
ス
が
一
台
あ
り
ま
す
。

バ
ス
の
買

い
替
え
、
運
転
手

や
車
掌

の
人
件
費
、
燃
料

な
ど
総
合
す
れ
ば
、

年
間
運
行
経
費
は
一
億
円

近
い
財
源

を
必
要
と
し
ま
す

。

研
修
な
ど
の
バ
ス
利
用
で
す

が
、

往
復
一
五
〇
ｊ

を
超
え
る
と
、
運
転

手

が
二
人
必
要
で
す
。
一
人
で

は
次

の
日
の
業
務
に
支
障

が
出
る
か
ら
で

す
。
二

人
分
の
旅
費
や
燃
料

が
か
か

り
ま
す
。
全
部

が
ダ
メ
と
い
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
五
回

行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
三
回
に
す
る

と
か
、
利
用
者
側
も
節
約
に
協
力
願

い
た

い
の
で
す
。

距
離
に
つ
い
て
は
行
財
政
改
革
審

議
会
の
中
で
は
っ
き
り
し

た
線
を
出

す
こ
と
に
し
ま
す
。

５

実
施
す
る
段
階
に
な
っ
て
み

な
い
と
判
断
で
き
ま
せ
ん

が
、

文
部
省
で
は
小
さ
な
子
供

の
教
育

が

だ
い
じ
に
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
点

幼
児
教
育
は
今
後
と
も
力
を
入
れ
る

必
要

が
あ
り
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
件
で
す

が
、
当

村
で
は
年
々
児
童
数

が
減
っ
て

い
ま

す
。
保
育
所

、
幼
稚
園
、
小
学
校
を

４
台
で
運
行
し
て

い
ま
す
が
、

い
ず

れ
は
３
台
で
運
行
可
能
に
な
る
時
期

が
く

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

近
年
子
供
の
体
力
低
下

が
指
摘
さ

れ
て

い
ま
す
。
一
部
の
地
区
で
は
夏

の
間
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
自
発
的
に
歩
か
せ
て

い
ま
す
。
夏

だ
け
で
も
歩
く
こ
と
に

な
れ
ば
、
燃
料
費
も

い
く
ぶ
ん
浮
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
行
政
側
か
ら
歩

か
せ
て
く
だ
さ
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

あ
く
ま
で
も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
声
、
住
民

の
要
望
し
だ

い
で
す
。

6

給
食
セ
ン
タ
ー
の
民
間
委
託

と

い
う
件
で
す

が
、
今
ど
こ
で

や
る
と
い
う
話
し
合

い
は
あ
り
ま
せ

ん
。
村
内
で
引

き
受
け
て
く
れ
る
人

が
あ
れ

ば
よ

い
の
で
す

が
、
な
か
な

か
見
当

た
り
ま
せ
ん
。
セ
ン
タ
ー
に

勤
務
す

る
職
員
の
身
分
も
あ
り
ま
す

の
で

、
ま
だ
ま
だ
慎
重
な
検
討

が
必

要
で
す
。

役
場
職
員
の
増
貝
抑
制
策
に
つ
い

て
は
、
退
職
者
が
出
て
も
そ
の
補
充

を
せ
ず
、
で
き
る
限
り
現
在
の
職
員

で
ま

か
な
う
考
え
で
す
。

ど
う
し
て
も
事
務
的
に
無
理
な
と

き
は
、
五
か
月
、
十

か
月
の
臨
時
職

員
で
ま

か
な
う
予
定
で
す
。

７

各
地
区
で
開
催
す
る
の
も
よ

い
の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
状

況

を
み
て
も
、
集
ま
る
の
は
、
十
人

か
ら
十
五
人
ぐ
ら
い
で
す
。

行

財
政
改
革
の
場
合
、
今
回
集
ま

っ
て

い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
の
中

か

ら
行
財
政
改
革
審
議
会
を
組
織
し

、

そ
こ
で
決
定
し

た
も

の
を
、
今
日
の

よ
う

な
全
体
集

会
に
報
告
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
大

き
な
問
題
で
あ
り
、

ど
う
し
て
も
各
地
区
で
集
会

が
必
要

な
と
き
は
開
催
し
ま
す
。

● 一般行政経費につい て

一般行政経 費のうち人件費については､ 定員、

給与の合理化に より、積 極的に抑制する 。旅 費

や庁費など の経常 経費につ いては、前年度 と同

額またはそ れ以下 に抑 制するこ と。

＠ 補助 金について

補助 金を受け てい る各種団 体を具体的に調査

し、不適当な ものにつ いては、１割から ３割削

減すること。

●すでにその目的 を達成 しているもの。あ るい

は社会的 、経 済的 実情に合わなくなったもの。

●補助 金の効果が 乏し いもの。

●受 益者負担 、その他 の措 置にすることが可能

なもの。

●零細補助 金の整理 統合。 緊要 性の乏しい もの

については一時停 止、補助率 の引き下げを図

る。

＠ 社会福祉について

保育所の保育料は 、基準に 応じた徴収 金を徴

収すること。幼稚 園入園料 も合 わせ て検討し 、

基準に応じて強化公平 を図る。 新設は地域の実

情を配慮しつつ 、全体 とし て抑 制する。

○公 共事業及び単独事業につい て

公共事業関係 費につい ては 、前年度以下に抑

制し、事業実施に当 たっ ては 、その効果の早期

発現を重視する。新 規事業 を極 力抑 制すること。

＠行 政の合理化、効率化対策

●地 方公務員の増員 を厳し く抑 制する。

●地 方公共団体が 、国 の法令で定め る定数を超

えて職員配 置をしてい る場合 は、その改善を

強く指導する。

●公共施設については民営化 、管理運営の民間

委 託、非常勤職員の活用 など地 域の実情に合

った方法を講じ る。

●公共施設建設については 、財政 再建 期間中は

抑 制する。

●学校 給食業務や清掃業 務につ いては、非常勤

の職員の活用 、民間委 託などを検 討し、地域

の実情に即して積極的に推進 する。

＠ 地方公 共団体の定数抑制につい て

●地 方公共団体は 、類型別標準定数（ モデル）

を活用し、厳正な定員管理 を行 う。

●地 方公共団体は経営の実態に 応じ、国家公務

員の定数削減計画に準じ た措 置をとること。

57年度予算編成に対する

国・県からの指摘事項



利
用
者
中
心
の

青
少
年
活
動
施
設

私
は
八
月
二
十
三
日
か
ら
九
月
十

一
日
ま
で
、
ソ
連
・
デ
ン
マ
ー
ク

ー

イ
タ
リ
ア
・
ス
イ
ス
・
西

ド
イ
ツ
・

イ
ギ
リ
ス

ー
フ
ラ
ン
ス
の
七

か
国
訪

問
の
、
青
森
県
青
年
海
外
派
遣
に
参

加
し
ま
し
た
。

県
内

の
青
年
三
十
四

人
（
う
ち
女

性
六
人
）
が
参
加
し

た
の
で
す

が
、

個
人
テ

ー
マ
が
あ
り

ま
す
。
産
業
（
農

業
）
、
青
少
年
活
動
、
歴
史
と
文
化
、

社
会
福
祉
の
四
つ
が
あ
り
、
私
は
青

少
年
活
動
を
選
び
ま
し

た
。

青
少
年
活
動
に
関
し
て
視
察
し
た

施
設

は
、
ス
イ
ス
の
チ
ュ

ー
リ
ッ
ヒ

に
あ
る
バ
ー
デ
ン
青
年
の
家

、
西
ド

イ
ツ
の
郵
便
局
員
の
た
め
の
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
、
青
少
年
余
暇
セ
ン
タ

ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
フ
リ
ー
タ
イ

ム

（

ウ
ス
の
四

か
所
で
す
。

ま
ず
、
バ
ー
デ
ン
青
年
の
家
は
、

今

か
ら
十
五
年
前
に
食

べ
物
貯
蔵
庫

を
改
造
し

た
も
の
で
、
市
の
社
会
福

祉
担
当
が
管

理
し
て
い
ま
し
た
。
利

用
者
は
十
五
歳

か
ら
二
十
五
歳
ま
で

の
青
年
が
多

く
、
映
画
、
民
族
芸
能

な
ど
い
ろ
い
ろ

な
サ
ー
ク
ル
活
動
の

場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
、
郵
政
省

と
市
の
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
が
管
理
し
、

会
員
は
四
千
七
百
人
。
三
〇
暫
が
一

般
市
民

、
五
〇
暫
が
十
八
歳
ま
で

の

青
少
年
だ
そ
う
で
す

。

西
ド
イ
ツ
で
は
、
学
生

が
放
課

後

ク
ラ
ブ
を
作
り
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
ポ
ー

ツ
を
し
た
い
人

は
、
こ
の
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
所

に
会
貝
登
録

し

、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

む
の
だ
そ
う

で
す
。
施
設

は
と
て
も
り
っ

ぱ
で
、

屋
内

は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
柔
道
、
ウ

エ
ー
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
屋
外
は
（

ン
ド
ボ
ー
ル
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
、
四

百
片
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
施
設
が
あ
り

ま
す
。

そ
の
ほ

か
二

か
所
視
察
し

ま
し

た

が
、
ど
の
国
で
も
青
少
年

が
利
用
で

き
る
施
設

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

。

特
に
う
ら
や
ま
し
く
思
え

た
こ
と
は

使
用
時
間

が
利
用
者

の
こ
と
を
考
え

て
、
夜
十
一
時
ま
で
と
な
っ
て
い
る

こ
と
で
す

。

続
け
て
い
き
た
い

地
域
で
の
活
動

我

が
国
の
青
少
年
活
動

を
み
て
み

る
と
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の
ほ
か
に
、

青
年
団
や
子
ど
も
会
の
よ
う
な
、
地

域
活
動
を
目
的
と
し
た
団
体
が
あ
り

ま
す
。

自
分
た
ち
の
楽
し
み

ぽ
か
り
で
な

く
、
地
域
の
こ
と
を
考
え
た
活
動
は

と
て
も
だ
い
じ
な
こ
と
で
あ
り

、
こ

れ
か
ら
も
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思

い
ま
す
。

私
は
青
少
年
活
動
だ
け
で
な
く
、

ソ
連
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
人
々
の
生
活
、

考
え
方
な
ど
を
見
た
り
聞

い
た
り
し

て
、
改
め
て
自
分
と
自
分
の
回
り
を

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
自
分
の
考

え
た
こ
と
を
み
ん
な
と
話
を
し
な
が

ら
、
青
年
団
に
、
地
域
活
動

に
役
立

て
た
い
と
思
い
ま
す
。

民泊先のハワード･ スペンサー氏と夫人(イギリス･ラグビー市)

年
末
年
始
帰
青
客
の

列
車
指
定
券
を

受

け
付
け
し
ま
す

。

年
末
年
始
を
ふ
る
さ
と
で
過

ご
す

お
客
さ
ん
の
た
め
に
、
蓬
田
駅
で

は

列
車
指
定
券
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

指
定
券
は
一
か
月
前
か
ら
発
売
に
な

り
ま
す
。
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

団
体
・
グ
ル
ー
プ
旅
行
の
相
談
に

も
応

じ
て

い
ま
す
。
指
定
券
は
も
ち

ろ
ん
、
宿
泊
先
の
紹
介
も
し
ま
す
。

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

●
蓬
田
駅

電
話
・
2
0
1
9

番

移
動
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
ま
す

主
婦

は
家

庭

の
衣

食

住

を

あ

ず

か

る

重
要

な
立

場

。
そ

の
主

婦

に

ぜ
ひ

知

っ

て

も
ら

い
た

い
知

識

を

学
習

で

き

る
場

と
し

て

、
県

の
消

費

生
活

セ

ン
タ

ー
で

は

『
移

動
消

費

生

活

セ

ン

タ

ー

』

を
実

施

し

て

い
ま

す

。
今

回

次

の

日

程
で

当

村

で
開

催

す

る

こ

と

に
な

り

ま
し

た
。

ど

な

た
で

も

参
加

で

き

ま

す

。
ぜ
ひ

お

い
で

く

だ

さ

い
。

と
き
　

‥１１
月
2
7
日
　

午
前

９

時
3
0
分

と
こ

ろ
　

蓬

田

村
中

央

公

民

館

内

容

・

映
画

「
母

と
子

の
消

費

者

教

育

」
他

・
講

座
「

食

品

添
加

物

と

加
工

食

品

」

・

パ
ネ

ル
展

示

（
食

品

・
繊

維

・

洗

剤

・
訪

問

販

売

）

青年海外派遣7

海外の青少年活動

青森県青年海外派遣記
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着

か
わ
い
た
の
ど
に
冷
た
い
ジ
ュ
ー

ス

が
、
い
つ
も
よ
り
甘
く
感
じ
ら
れ

る
。
口
の
中
で
、
オ
レ
ン
ジ
の
つ
ぶ

が

。
プ
チ

ン
”
　
。
プ
チ

ン
”
と
は
じ

け
る
た
び
に
、
わ
た
し

の
心
の
中
で

何
か
が
は
ず

む
よ
う

だ
っ

た
。

日
の
光
を
キ
ラ
キ
ラ

と
反
射
さ
せ

て
、
ゆ
っ
た
り
流
れ
る
岩
木
川
。
ア

ッ

プ
ル
ロ
ー
ド
か
ら
岩
木
川
を
な
が

め
、
わ
た
し

た
ち
を
乗
せ
た
バ
ス
は
、

今

走
っ
て

い
る
。
道
路
の
両

わ
き
に

は
、
緑
の
田
園
。
ま
だ
青
く
て
小
さ

い
り
ん

ご
を
す
ず
な
り
に
さ
せ
て

い

る
木

が
続

い
て
い
る
。

い
つ
か
、
ど
こ
か
で
見
た
景
色
。

わ
た
し

の
ま
ぶ
た
に
焼
き
つ
い
て

い

る
、
の
ど
か
な
風

景
、
な
つ
か
し

い

風
景
。
今
、
見
て
い
る
景
色
は
、
ど

こ
か
が
似
て

い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

そ
う

、
ど
こ
か

が
。
そ

ん
な
思
い
を

胸
に
と
め
た
わ
た
し

を
乗
せ
て
、
バ

ス
は
ま
た
走
っ
て
い
く
。

う
っ
す
ら
と
空
か
晴
れ
始
め
た
こ

ろ
、
岩
木
山
が
見
え
て
き
た
。
津
軽

Ｒ Ａ Ｂ 文章駅伝

わたしの旅

長谷川七重 蓬小 ●６年

の
富
士
と
い
わ
れ
る
岩
木
山
は
、
今

日
は
あ
い
に
く
雲
が
か
か
り
、
は
っ

き
り
と
は
見
え
な
か
っ

た
。

が
、
雲

が
か
か
っ

た
岩
木
山
も
ま
た
、
威
厳

か
あ
り
そ
し
て
や
さ
し
く
も
感
じ
ら

れ
た
。岩

木

神

社

の

水

石
造
り

の
大
き
な
と
り

い
を
く
ぐ

り
、
石

だ
た
み
を
進
ん

だ
。
四

角
に

そ
ろ
っ

た
石

が
規
則
正
し
く
並
ぶ
こ

の
岩
木
神
社
は
、
大
祭

の
あ
る
社
と

し
て
県
で
も
、
有
名
で
あ
る
。

こ
こ

に
お
参
り
す
る
人
々
は
、
ほ
と
ん
ど

が
県
外

か
ら
来
た
人
な

の
だ
そ
う
だ
。

集
ま
る
人
々
は
、
若
者
も
子
供
も
大

人
も
老
人
も
、
そ
し
て

わ
た
し
も
、

心
が
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て

い
る
よ
う

だ
っ
た
。

石
の
階
段
を
登
っ
て
行
く
と
、
左

手
に
ま
っ
二
つ
に
さ
け

た
大
木
が
見

え
る
。
二
、
三
年
前
落
雷
に
あ
い
、

割
れ
て
し
ま
っ
た
そ
う

だ
。
天
ば
つ

だ
っ
た
の
か
、
運
命
だ
っ
た
の
か
、

今
は
こ
ん
な
姿
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

木
を
わ
た
し
は
な
が
め
て

い
た
。

社
に
行
っ
て
、
さ
い
せ
ん
を
投
げ

入
れ
祈
っ
た
。

「
旅
行
中
、
み
ん
な
が
無
事
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
ご

そ
う

、
強
く
願
っ
た
。

階
段

を
お
り
て
い
っ
て
、
不

老
不

死
の
、
頭

が
良
く
な
る
、
万
病
に
き

く
水
を
、
大
き
な
長
い
ひ
し
ゃ
く
で

く
ん
で
、
ゴ
ク
ゴ
ク
と
飲
ん
だ
。
お

い
し
い
。

ど
ん
な
飲
み
物
よ
り
も
お

い
し
い
と
、
そ
の
と
き
ほ
ん
と
う

に

思
っ
た
。

冷
た
く
て
、
ど
こ
か
ほ
ん

の
り
甘
く
て
、
そ
ん
な
水

だ
っ
た
。

わ
た
し

は
祖
母
に
飲
ま
せ
て
や
り
た

い
、
そ
う
思
っ
た
。
病
気
で
床
に
つ

い
て

い
る
祖
母
に
飲
ま
せ
て
、
元
気

に
し
て
や
り

た
い
と
い
う
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

石
段
を
一
歩
一
歩
ふ
み
し
め
て
、

む
ら
の

話
題

8

ぼくだって
最後まで歩くんだ。

10月10日の体育の日、５歳の子ど もか

ら70歳の高齢者まで約100 人が参加し、

に ぎやかに村民歩け 歩け大会が開かれま

し た。この大会は、教育委員会 と青少年

育成蓬田村民会議が村民の体力づくりを

目指して開いたものです。

コースは蓬田中学校から瀬辺地山の畜

産団地まで。 スタートは午前10時。途中

強い風と雨にあったときは、中学校の生

徒が先頭 をつ とめ、みんなを励ましなが

ら進みました。午後は天気もあがり、ア

ケビや 山ブドウ、キノコをさがし

ながら、秋の山を楽しみました。



岩
木

神
社
の

い
ろ
い
ろ
な
話
し

を
も

う
一
度
思

い
出
し
て
、
わ
た
し

た
ち

は
、
岳
温
泉
に
向

か
っ
た
。

湯
治
の
町
岳
温
泉

こ
こ
は
、
岩
木
山
の
ち
ょ
う

ど
ふ

も
と
に
あ
た
る
温
泉
地
帯
で
あ
る
。

温
泉
の
宿
は
全
部
で
十
三
軒
あ
る
の

だ
そ
う
だ
。
と
う
じ
（
湯
治
）
の
町

の
せ
い
か
、
と
っ
て
も
の
ん
び
り
し

て
自
然

が
あ
ふ
れ
る
町
だ
と
思
っ
た
。

い
つ
も

だ
と
、
今

が
忙
し
く
な
る
時

期
な
の
だ
そ
う
だ
が
、
農
家
で
作
業

が
お
く
れ
て

い
る
の
で
、
ま
だ
そ
う

で
も
な
い
ら
し

い
。

こ
こ
の
温
泉
は
、
け

が
に
よ
く
き

く
の
だ
そ
う
だ
。
温
泉
に
も
種
類

が

あ
っ
て
、
神
経
痛
に
き
く
温
泉
や
冷

え
症
に
き
く
温
泉
と
い
ろ
い
ろ
あ
る

の
だ
そ
う
だ
。

旅
館
の
玄
関
に

は
、
つ
ば
め
の
巣

が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
ひ
な
や
親
鳥

が
出
入
り
し

て
、
と
っ
て
も
か
わ

い

い
。
わ
た
し

も
こ
の
ひ
な
鳥

と
同
じ

だ
っ

た
の
か
な
あ
と
思
っ
て

、
何
と

な
く
、
く
す
ぐ
っ
た
く
な
っ

た
。

大
地
と
、
緑

の
木
々
と
、
そ
し
て

み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
に
、
力
強
く
息

を
し

た
今
日

の
一
日
だ
。

○
七
月
二

十
七
日
か
ら
七
月
二

十
九

日
に
か
け
行

わ
れ
た
Ｒ
Ａ
Ｂ
文
章
駅

伝
で
、
長
谷
川

さ
ん
は
デ
ー
リ
ー
東

北
新
聞

社
社
長

賞
を

受
賞

し
ま

し

た
。

子
ど
も
の
む
し
歯

今
年
の
三
歳
児
検
診
が
九
月
九
日

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
検
診
で
と

く
に
気
に
な
っ

た
の
が
、
子
ど
も
の

む
し
歯

が
多
い
こ
と
で
す

。
検
診
を

受
け

た
五
十
七
人
中
、
む
し
歯

が
一

本
も
な
い
子
は
二
人

だ
け
。
平
均
す

れ
ば
八
本
の
む
し
歯

が
あ
る
と
い
う

状
態
で
す
。

一
本
ぐ
ら

い
な
く
て
も
…
と
、
つ

い
考
え

が
ち
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
歯

が
全
部
そ
ろ
っ
て
い
る
と
き
の
か
む

力
を

Ｉ
〇
〇

と
す
れ
ば
、
一
本
抜
け

る
と
六
〇
、
臼
歯

が
数
本
抜
け
る
と

四
〇
に
低
下
し
ま
す
。
む
し
歯

が
痛

め
ば
食
欲
も
減
り
偏
食

が
ち
に
な
り

ま
す

。
そ
の
結
果
、
む
し
歯

の
多

い

子
と
少
な
い
子
で
は
、
三
歳

ご
ろ
か

ら
身
長
、
体
重
な
ど
発
育
に
差

が
あ

ら
わ
れ
て
き
ま
す
。

歯
み
が
き
の
ポ
イ
ン
ト

●

上
の

歯
ガ

は
え

始
め

た

ら

水
を
含
ま
せ
た
清
潔
な

ガ
ー
ゼ
や

脱
脂
綿
を
指
先
に
巻
き

つ
け
て
、
歯

の
表
面

の
よ

ご
れ
を
軽
く
ふ
き
と
っ

て
や
り
ま
す
。
粘
膜
を
傷

つ
け
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
す

。
お
母

さ
ん
は
、

口
の
中
を
見

る
習
慣
を
つ
け
ま
し
よ

●

お
誕
生

日

を
迎
え

た

ら

少
な
く
て
も
朝

晩
の
二

回
は
、
小

さ
な
や
わ
ら
か
い
歯
ブ
ラ

シ
で

、
歯

面
を
軽
く
こ
す
っ
て
よ
ご
れ
を
と
っ

て
や
り
ま
し
ょ
う

。

●
二

歳

す

ぎ
た

ら

一
人
で
歯
ブ
ラ

シ
を
も
っ
て

み
が

く
練
習
を
始
め
る
。
ふ
じ
ゅ
う
ぶ
ん

で
す
か
ら
、

お
母
さ
ん
が
手
伝
っ
て

あ
げ
ま
す

。
歯
ブ
ラ

シ
は
子
ど
も
の

口
の
大
き
さ
に
合
っ
た
も
の
を
選

び
、

歯

み
が
き
粉
は
使

わ
な
く
て
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。

●

三

～
四

歳

す

ぎ
た

ら

ふ
じ
ゅ
う

ぶ
ん
な
が
ら
、
一
人
で

み
が
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
上

の
歯

は
上
か
ら
下

へ
。
下
の
歯
は
下

か
ら

上
に
。
奥
の
歯
は
か
み
合
わ
せ
の
面

を
か
き
出
す
よ
う
に
。
み
が
い
た
と

き
は
忘
れ
ず
に
ほ
め
て

や
り
ま
す
。

と
き

ど
き
、
お
母
さ
ん
の
点
検

が
必

要
で
す
。

保健婦さんの

相 談 室

広～くなりました

蓬小グラウンド。
野球をや るには狭い､水はけが悪い、

草むらが多く球技用コートがとれない

など悩みの多い蓬田小学校グラウンド

でし たが、８月からの整備工事 で、広

々とし たグラウンドに生 まれかわりま

した。暗き よ排水を入れ、周囲もフ ェ

ンスで 囲んだあず ましい仕上りです。

10月７日にはグラウンド開きをかね

た球技大会を行い、完成を祝いました。

工事 を請け負った㈱久慈ブルドーザー

から、野球道具一式が記念に贈られ、

子どもたちに喜ば れています。

思いつきり、走りまわれるぞ

むらの話題9

３ 歳児検診

むし歯調査

本数 人数

Ｏ本 …２人

１本 …４人

２本 …６人

３本 …３人

４本 …３人

５本 …２人

６本…４人

７本 …３人

８本 …３人

９本 …３人

10本…２人

11本…３人

12本…５人

13本…５人

14本…２人

15本…３人

16本…Ｏ人

17本…２人

18本…１ 人

19本…Ｏ人

20本…１人

合計 57人



地
籍
調
査
は

土
地
の
戸
籍
調
査

地
籍
調
査
は
、
昭
和
二

十
六
年
に

施
行
さ
れ
た
国
土
調
査
法
に
基
づ
い

て
実
施

さ
れ
た
も
の
で
、
土
地
の
戸

籍
調
査

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

わ
が

村
で
は
昭
和
五
十
年
に
広
瀬
滝
沢
地

区
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
昭
和
五
十
七

年
中
沢
地
区
を
最
後
に
完
了
す

る
予

定
で
す
。

地
籍
調
査

の
内
容
を
大
別
す
る
と
、

一
筆

ご
と
の
土
地
の
〈
地
番
・
地
目
・

所
有
者
の
調
査
〉
と
、〈
境
界
・
面

積

の
測
量
〉
の
二

つ
が
あ
り
ま
す
。
調

査
し
た
結
果
は
、
地
図
と
簿
冊
に
作

成
し
ま
す
。

地
図
は
地
籍
図
と

い
っ
て
、
国
有

林
を
除
く
す

べ
て
の
土
地
に
つ

い
て

四
等
三
角
点
以
上
を
基
準
に
し
て
正

確
に
測
量
し

ま
す
。
後
日
境
界

が
不

明
に
な
っ
た
と
き
で
も
復
元
で
き
る

能
力
が
あ
り
、
こ
れ
が
今
ま
で
の
測

量
と
異
な
る
点
で
す
。

調
査
し
た
結
果

の
簿
冊
を
地
籍
簿

と
い
い
ま
す
。
土
地
登
記
簿
と
同
じ

内
容
の
も
の
で
、
一
筆

ご
と
の
土
地

の
所
在
・
地
番
・
地
目
・
面

積
・
所

有
者
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ

の

地
籍
図
と
地
籍
簿
の
写
し

が
登
記
所

に
送
付

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
字
限
図

と
土
地
台
帳
に
と
っ
て
か
わ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

当
村
で
は
、
母
子
家
庭
の
児
童

が

病
院
に
か
か
っ
た
場
合
、
病
院
に
支

払
っ
た
医
療
費
（
自
己
負
担
分
）
を

村
で
給
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
九
月
議
会
で
決
議
さ
れ
た
も

の
で
、
十
一
月
一
日

か
ら
給
付
を
開

始
し

ま
す
。

回
該

当
す

る
家

庭

・
配
偶
者

の
な

い
女
の
方

が
児
童

を

扶
養
し
て

い
る
家
庭

・
父
母
の
な
い
児
童
を
養
育
し
て
い

る
家
庭

回

対
象
児

童

・
義
務
教
育
終
了
前
の
子

ど
も
た
ち

で
す
。

回

給
付
の

方

法

あ
な
た
が
加
入
し
て
い
る
健
康
保

険
証
・
印
鑑
・
病
院
か
ら
の
明
細
領

収
証
を
持
っ
て
、
役
場
民
生
課
へ
給

付
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

豊
か
な
人
間
関
係
を

人

権
週

間

・
１２

月
４
日
～

１０
日

わ
た
し
た
ち
の
身

の
回
り
に
は
、

家
庭
内
の
も
め
ご
と
（
親
子
関
係
、

夫
婦
の
こ
と
、
相
続
問
題
な

ど
）
や

土
地
売
買
に
か
ら
む
ト
ラ
ブ
ル
、
境

界
争

い
、
金
銭
貸
借
な
ど
、
さ
ま

ざ

ま
な
問
題
が
起
き
ま
す
。

こ
の
よ
う

な
人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ

ル
で
悩
ん
で
い
る
方

の
相
談
窓
口
と

し
て
、
人
権
擁
護
委
員
制
度
が
あ
り

ま
す
。
人
権
擁
護
委
員
は
、
市
町
村

長
が
住
民
の
中
か
ら
人
格
も
す
ぐ

れ

広
く
社
会
の
実
情
に
通
じ
て
い
る
人

を
議
会

の
意
見
を
聞

い
て
推
薦
し
、

法
務
大
臣

が
委
嘱
し
ま
す
。
我
が
村

で
は
、
清
水
信
造
さ
ん（
蓬
田
）
、
坂

本
繁
男
さ
ん
（
中
沢
）
、
木
村
金
助
さ

ん
（
瀬
辺
地

）の
三
人

が
委
嘱
さ
れ
、

み
な

さ
ん

の
相

談
に
応

じ

て

い
ま

す
。人

権
擁
護
委
員
は
相
談
を
受
け
る

と
、
内
容
を
じ
ゅ
う

ぶ
ん
聞

い
た
う

え
で
、
必
要
な
手
続
き
を
助
言
し
た

り
、
関
係
機
関
に
紹
介
す

る
な
ど
、

そ
れ

ぞ
れ
の
場
合
に
応
じ
て
解
決
の

手
助
け
を
し
ま
す
。

相
談
は
人
権
擁
護
委
員
の
自
宅
で

も
行

い
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す

の
で
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

行 政 コ ー ナ ー． 1
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一筆一筆慎重にくい打ちを進めま可

母子家庭児童の

医療費を給付



税
務
課
の
地
籍
調
査
係
で
す
。
農

林
水
産
課
に
い
た
こ
ろ
か
ら
、
村
の

長
期
的
展
望
に
た
っ

た
各
種
施
策
や

計
画
を
進
め
る
上
で
、
地
籍
の
不
備

と
不
正
確
さ
に
は
悩
ま
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

こ
の
仕
事
を
担
当
で
き
た
こ
と
を

喜
ん
だ
の
も
束
の
間

、
こ
れ
は
た
い

へ
ん
な
仕
事

だ
と
痛
感
し
ま
し

た
。

と
く
に
山
林
の
一
筆
調
査
は
、
照
り

つ
け
る
太
陽
の
下
で

ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ

ミ

ン
グ
さ
な

が
ら
に
、
筆
界
を
登
っ

た
り
降
り
た
り
の
繰
り
返
し
で
す
。

こ
れ
を
成
し

と
げ
な
い
こ
と
に
は
、

地
籍
調
査

は
で
き
あ
が
り

ま
せ
ん
。

手
足
の
生
傷
も
絶
え
る
こ

と
な
く
、

ヘ
ビ
に
も
出
会

い
ま
す
。

こ
れ
に
加
え
て
、
明
治
以
来
の
筆

界
に
蓄
積
さ
れ
た
膿

が
ど
っ
と
出
て

き
ま
す
。

「
先
祖
よ
り
聞

い
て

い
る
境
界
は
こ

こ
だ
。」

「
い
や
、
こ
の
土
地
を
買
う

と
き
の

話
で
は
こ
う
い
う
境
界
で
あ
っ

た

は
ず

だ
。」

な
ど
と
、
筆
界
に
つ
い
て
は
本
来
関

知
し
な

い
と
こ
ろ
で
す

が
、
い
つ
の

間
に
か
紛
争
に
巻

き
込
ま
れ
た
り

た

い
へ
ん
で
す
。
一
筆
調
査
の
良
否

が

地
籍
調
査
の
成
果
を
大
き
く
左
右
し

ま
す
。
明
治
初
期
以
来
の
不

明
瞭
な

素
図
を
頼
り
に
、
一
筆
一
筆
も
れ
や

脱
落
地
の
な

い
よ
う
に
慎
重
に
調
査

し
て
い
ま
す
。

当
村
で
は
残
す
と
こ
ろ
中
沢
地
区

だ
け
と
な
り

、
終
盤
に
近

づ
き
ま
し

た
。
完
了
す

れ
ば
不
公
平
税
制
の
解

消
は
も
ち
ろ

ん
、
行
政
や
経
済
活
動

も
計
画
的
に
推
進
で
き
、
や

が
て
は

村
民
の
生
活
向
上
に
つ
な
が
る
も
の

と
思

い
ま
す

。

地
籍
調
査

は
明
治
以

来
百
年
め
の

仕
事
で
あ
り
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な

大

が
か
り
な
調
査

は
な
い
と
予
想
さ

れ
る
昭
和
の
大
事
業
で
す
。
今
後
も

村
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力

を
お
願

い

し
ま
す
。

調 査 区 域
調 査

年 度

調査

筆数

調 査 面 積

調査前 調査後

広瀬字滝沢 50 303

ha

91.20

ha

128.07

広瀬字坂元

広瀬字高根
51 1,727 350.46 490.80

瀬辺地字山田

瀬辺地字田浦

瀬辺地字瀬辺地山

52

S

53

1,791 528.70 653.28

郷沢字浜田

蓬田字宮本

53
S54

1,544 409.36 416.86

蓬田字汐越

蓬田字蓬田山

54
S
55

1,045 268.14 313.18

阿弥陀川字汐干

阿弥陀川字江利前沢山
55 1,319 246.83 299.48

長科字鶴蝮

長科字川瀬

長科字浦田

56 365.00

中沢字浪返

中沢字池田
57 340.00

合　　　 計 2,599.68

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
の
奥
さ
ん
も

国
民
年
金
に
加
入
を

国

民
年
金
は
、
農
業
や
商
業
な
ど

自
営
業

の
人

が
加
入

の
対
象
と
な
っ

て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
厚
生
年
金
保

険
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
ご
主
人
を

も
つ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥

さ
ん
も
、

希
望
に
よ

り
国
民
年
金
に
加
入
す
る

こ
と

が
で
き
ま
す
。

奥
さ
ん
が
国
民
年
金
に
加
入
す
る

と
、
将
来
ご
主
人
は
職
場
で
加
入
し

て
い
る
年
金
制
度
か
ら
、
奥
さ
ん
は

国
民
年
金
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
老
齢
年

金
が
う
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

不
慮

の
事
故
に
あ
っ

た
と
き
は
、
障

害
年
金
や
母
子
年
金
が
う
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

老
後
の
た
め
に
、
い
ざ
と

い
う
と

き

の
た
め
に
、
奥
さ
ん
も
国
民
年
金

に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

加
入
を
希

望
す

る
方
は
、
役
場
民

生
課

の
国
民

年
金
係
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

」
電
話
　
2
1
1
1

番

公職にある人、公職の

候補者 及び公職の候補者

となろうとする方は、選

挙に関係なくても、その

選挙区内にある者に対し

いっ さい寄付をしてはい

けませ ん。選挙人も公職

の候補者等に対して寄付

を勧誘し たり、要求して

はいけ ません。

口 贈 る こ と 、ね だ る こ と の 禁 止 事 項

●お中元やお歳暮を贈ること。

●お祭 りにお金を寄付したり、お酒などを届けること。

●開店祝いや 落成式、起工式のとき花輪を贈ること。

●出産､入学､卒業､就職 などの祝いにお金､品物 を贈ること。

●結婚式のとき、お祝いのお金や品物を贈るこ と。

●旅行する人に、せん別を贈るこ と。

●葬式の際、香典や花輪、供物などを贈ること。

●町内会や老人会、後援会などの集 まりに、お 金を寄付し

たり食事やお酒などを届けるこ と。

●町内会などの団体旅行の際、弁当や飲物を差し入れたり。

バス代などの費用を負担するこ と。

●選挙区からの陳情者などに食事や 飲物を出し たり、おみ

やげ などをあげ ること。

行 政コ ー ナ ー1

1
行
政
マ
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以
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百
年
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の

昭
和
の
大
事
業

公職の候補者等の寄付の禁止
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中
国
越
州
窯
の

青
磁
破
片
発
見

蓬
田
小
学
校
が
建
て
ら
れ
て
い

る
小
高
い
丘
は
、
小
館
野
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
長
科
に
も
続
く
こ

の
大
き
な
丘
陵
は
、
平
安
時
代
に

村
が
あ
っ
た
場
所
で
す
。

私
か
小
学
校
高
学
年
の
こ
ろ
、

小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
整
備

さ

れ
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
が
入
り
地
表

を
削
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
は
、

た
く
さ
ん
の
土
器
と
支
脚

が
出
ま

し
た
。
当
時
、
支
脚
の
こ
と
を
先

生

に

き

い

て

も

、

わ

か

ら

な

か

っ

た

よ

う

で

す

。

今

で

も

、

グ

ラ

ウ

ン

ド

で

にＩ‥一
師

器

を

多

少

拾

う

こ

と

が
で

き

ま

す

。

こ

の

土

地

を

何

度

も

歩

い
て

み

て

、

住

居

跡

が
何

十

軒

も

あ

っ

た

こ
と

が

わ

か

り

ま

す

。

そ

の

。
い

に

し

え

の

住

居

″

の

跡

に

、

今

の

小

学

校

が

建

て

ら

れ

て

い

る

の
で

す

。

小

館

に

相

対

す

る

よ

う

に

、

蓬

田

大

館

が

あ

り

ま

す

。

こ

こ

に

も

平

安

時

代

か

ら

村

が

あ

り

、

広

大

な

館

を

か

ま

え

た
豪

族

が

い

た

の

で

す

。

今

年

度

の

蓬

田

城

発

掘

の
中

で

、

大

き

な

発

見

が

あ

り

ま

し

た

。

発

掘

に

参

加

し

た

八

戸

通

正

さ

ん

が
、

青

い
茶

わ

ん

の

か

け

ら

を

拾

っ

た

の

で

す

。

現

在

の

も

の

と

も

思

え

た

の

で

、

一

瞬

投

げ

よ

う

と

し

た

の

で

す

が

、

思

い

直

し

て

と

っ

て

お

い

た
破

片

で

す

。

発

掘

の

最

終

日

で

あ

る

八

月

一

日

に

、

道

南

東

北

中

世

陶

磁

器

研

究

会

が

当

村

の

中

央

公

民

館

で

開

か

れ

ま

し

た

。

こ

の

日

、

東

京

大

学

の
三

上

次

男

名

誉

教

授

に

例

の

破

片

を

み

て

も

ら

っ

た

と

こ

ろ

、

中

国

の

越

州

窯

で

焼

か

れ

た

青

磁

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

東
北
で
は
今
だ
発
見

さ
れ
て
い
な

い
も
の
で
す
。
十
一
世
紀
ご
ろ
の

も
の
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

平
安
時
代
に
中
国
の
器
、
そ
れ

も
、
な
か
な
か
手
に
入
ら
な
い
高

価
な
黄
金
と
同
じ
く
ら
い
の
値
打

ち
の
あ
る
器
を
持
つ
豪
族
が
蓬
田

の
大
館
に
い
た
の
で
す
。
発
見

さ

れ

た
の

は
絵

と
同

じ
器

で
、

鳳
凰

の
尾

の
部

分

で
す

。

こ
れ

が
朝

廷
を

何
度

も
手

こ
ず

ら

せ
た

強

い
津
軽
蝦

夷

を

と
く

カ

ギ
に
な

る

か
も
し

れ

な
い
。

さ
ら

に

、
蓬

田

は
日
中
交

易

史

の
中

の

蓬
田

で

あ
り

、
広

く
世

界
史

と

か

か
わ
っ

て
く

る
こ

と

だ
ろ
う

。

（

文
・

會
谷

弘
孝

）

道南東北中世陶磁器研究会で、持ちよつた

陶磁器を鑑定中の三上名誉教授（中央)
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〇
夜
な
べ
で
稲
こ
ぎ

昔
は
ア
ラ

レ
が
降
っ
て
、
足
し

ぶ

で
（
冷
た
い
）
こ
ろ
に
稲
刈
っ
た
も

の
で
す
。

今
は
九
月
二

十
日

ご
ろ
に

始
ま
り
ま
す

が
、
機
械
化

と
品
種
の

早

い
も
の
が
出

た
せ
い
で
し
ょ
う
。

以
前
よ
く
植
え
た
の
は
、
ト
ワ

ダ
や

フ
ジ
ミ
ノ
リ
で
す
。

稲
刈
り
は
一
人
一
日
で
二
百

シ
マ

刈
っ
た
と
い
え

ば
、
最
優
秀
で
し

た
。

平
均
百
五

十
シ
マ
で
す
。
そ

の
人
の

労
力
に
応
じ
た
分
し
か
刈
れ
ま
せ
ん
。

シ
マ
ダ
テ
で
あ
る
程
度
乾
燥
す
れ
ば
、

ニ
オ
に
積
み
ま
す
。

稲
こ
ぎ
は
家

の
ニ
ヤ
に
運

び
込
ん

で
や
り
ま
す
。
足
踏
み
脱
穀
機
ワ
ン

ワ
ン
ど
回
し
て

、
夜
な
べ
で
こ

ぎ
ま

し

た
。
ニ
ヤ
に
大
り
き
ら
な
い
も
の

は
、
庭
に
オ
オ
ニ
オ
を
積
ん
だ
も
の

で
す
。

ニ
オ
積
む
に
も
形
よ
く
、
雨

浸
み
込
ま
な
い
よ
う
に
コ
ツ
が
あ
り

ま
し

た
。
正
月
で
も
稲
こ
ぎ
し
て

い

た
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。

部
落
に
は
部
落
の
生
活
様
式
に
合

っ
た
作
業

が
あ
り
ま
し
た
。

蓬
田
で

は
米
が
一
段
落
す

る
と
ス
ミ
焼
き
に

三
十
五
人
ほ
ど
山
へ
入
り
ま
す
。
夕

ギ
ギ
取
り
と

い
っ
て
、
営
林
署
払

い

下
げ
の
根
っ
コ
山
と
か
、
部
分
林
と

か
の
タ
ギ
ギ
山
へ
雪

の
中
ソ
リ
引
っ

張
っ
て
み
ん
な
行
き
ま
し
た
。

雪
が
落
ち
つ
け
ば
た
い
肥
運
び
で

す
。

農
家

の
人
は
た
い
肥
を
ま
で

に

（
た
い
せ
つ
に
）
し
ま
し
た
。
今

の

よ
う

に
薬
の
よ
う

な
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ビ
ッ
ク
リ
す

る
よ
う
な
話

で
す
が
、
戦
中
戦
後
の
肥
料
な
い
と

き
、
ニ
シ
ン
の
カ
ス
と
か
、
ミ

ガ
キ

テ

ン
ン
ま
で
入
れ
ま
し

た
。
水
を
吸

え

ば
ジ
ュ
ー
と
分
解
し
て
石
灰
分
に

な
れ
ば
と
思
っ
て
、
黄
石
灰
を
く
だ

い
て
入
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

質

の
悪
い
の
は
そ
の
ま
ま
で
す
。

春
の
農
作
業

が
終
わ
れ
ば
虫
送
り

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
我

々
オ
ヤ

ジ

連
中
も
童
心
に
帰
っ
て
楽
し
ん
だ
村

の
行
事
で
す
。
水
で
と
か
し
た
米
の

粉
を
、
見

物
人
や
そ
こ
い
ら
歩

い
て

い
る
人
に
ベ
チ
ョ
ッ
と
つ
け
で
歩
ぐ
。

女

ぶ
り
い
い
メ
ラ

シ
コ
に
は
特
別
よ

げ
つ
け
だ
り
、
村
の
ナ
ユ
サ

マ
で
あ

ろ
う

が
お
か
ま

い
な
し

で
す
。

村
の
定
休
日
は
氏
神
様
の
ご
命
日

に
ち
な
ん
で
決
め
て

い
ま
し

た
。
今

で

は
我

々
の
生
活

が
基
準
の
よ
う
で

す
。
村
休
み
は
ワ

ゲ
モ
ノ
が
一
軒
一

軒
告
げ
て
回
り
ま
す
。
タ
イ
コ
も
た

た
き
ま
し
た
。
休
み
の
約
束
破
っ
た

も
の
は
罰
金
で
す
。
部
落
は
一
つ
の

自
治
体
で
す
か
ら
、
村
の
ル
ー
ル
、

憲
法

が
ち
ゃ
ん
と
あ
っ
て
、
み
ん
な

そ
れ
に
従
っ
た
も
の
で
す
。

Ｏ語り部　　蓬 田

青 木　与三郎（70 歳）

秋
彼
岸
前
後
に
稲
刈
り
が

始
ま
る
。
秋
彼
岸
か
ら
一
回

り
（
七
日
～
十
日
）
あ
と
に

す
る
と
も
い
う
。

刈
り
取
っ
た
稲
は
ス
ナ
ゲ
（
ワ

ラ
を
結
ん
だ
も
の
）
で
十
把
ず
つ

束
ね
て
シ
マ
ダ
テ
に
す
る
。
稲
の

乾
燥
方
法
と
し
て
、
棒
掛
け
、
は

さ
掛
け
も
行
う
。
干
し
た
稲
シ
マ

を
ニ
オ
に
積
む
。
ニ
オ
は
稲
穂
を

内
側
に
入
れ
、
円
型
に
積
み
上
げ

る
。
そ
の
あ
と
馬
な
ど
で
家
に
運

ん
だ
。

稲

が
家

の
イ

ナ

ベ
に

運

び
こ
ま

れ

る
と

、
よ

な

べ
仕
事
で

稲

こ

き

が
始
ま

る

。
ヘ

ン
コ
キ

（
干

把

こ

き

）
を

使
用

し

た
の

は
昭
和

初
期

ま

で

。
そ

の
後

、
足

踏
み

脱
穀
機

が
登
場

。

昭
和
二

十

六
年

こ
ろ

か

ら
、
動

力
式

脱
穀

機

が
使
用

さ
れ

る
よ
う

に

な
っ

た
。

脱
穀

が
一
段
落

す

る
と

、
秋

モ

チ

を

つ

い
て
収
穫

の
祝

い
を
す

る
。

た

い
て

い
は
、
十
二

月
に

な
っ

て

し

ま
っ

た

。

足踏 み脱穀機

むらの生活誌1
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談話室

旅
は
一
人
旅
が
い
い

「
旅
に
出
よ
う

テ

ン
ト

と
シ
ュ
ラ
フ

の
入
っ
た

ザ
ッ

ク
を
し
ょ

い

ポ
ケ
ッ
ト
に
は

一
箱
の
タ

バ
コ
と
笛
を
も
ち

旅
に
出
よ
う
…
…
」

私
は
今
二
十
二
歳

に
な
り
ま
す

が

い
ま
だ
に
、
一
人
旅

な
ど
と
い
う
道

楽
に
凝
っ
て

い
ま
す
。

昨
年
八
月
、
北
海
道
一
周
の
一
人

旅
を
し
ま
し
た
。
旅
は
一
人
が
い
い

で
す
。
一
人
旅
を
す

る
と
い
う
こ
と

は
、
と
て
も
不

安
で
心
細

い
も
の
で

す
。
ま
ず
旅
先
で
は
、
言
葉
に
飢
え

ま
す
。
だ
れ
と
で

も
い
い
か
ら
話
を

し
た
い
、
そ
ん
な
気
持
ち
に
な
る
も

の
で
す
。
私
は
み
や
げ
屋

の
オ
バ
さ

ん
と
、
一
日
中
話
し
込
ん
だ
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
人
間
と

い
う
も

の
は

孤
独
で
は
生
き
ら
れ
な
い
も
の
だ
な

あ
と
、
こ
ん
な
と
き
自
覚
さ
せ
ら

れ

ま
す
。

私
は
お
金
を
使
わ
な
い
旅

が
好

き

で
す
。
私
た
ち
現
代
人

に
と
っ
て

、

お
金
と
い
う
の
は
と
て
も
価
値
あ
る

頼
れ
る
も

の
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
い

に
し
へ
の
人
々
は
、
米
と
梅
干

、
塩

だ
け
で
何
日
も
旅
を
し

た
と

い
い
ま

す
。
お
金
を
使
っ
て
旅
行
す
る
の
は

観
光
旅
行
で
あ
り
、
お
金
を
使
わ
ず

に
旅

行
す

る
の

が
本
当
の
旅
で
あ
る

と
思

い
ま
す
。

旅
は
決
し
て
楽
し

い
こ
と
ば
か
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
旅
の
途
中
で
雨

に
た
た
ら
れ
る
と
、
浮
浪
者
同
然

の

惨
め
な
姿
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

病
気
や
ヶ

ガ
は
い
ち
ば
ん
残
酷
で
す
。

昨
年
私

は
、
ヶ
ガ
を
し
た
う
え
に
カ

ゼ
を
ひ
き
、
テ

ン
ト
の
中
で
二
日
間

う
ず
く
ま
っ
て
過

ご
し
ま
し
た
。
そ

ん
な
つ
ら

い
と
き
に
は
、
も
う
旅
を

終
わ
ろ
う
か
、
帰
ろ
う
か
と
思

い
ま

す
。
苫
小
牧
の
駅

に
、

「
生
も
死
も
と
も
に

旅
の
空

旅
の
楽
し

さ
は

帰
る
家

が
あ
る
か
ら
だ
」

と
書

い
た
額
が
あ
り
ま
す
。

も
し
帰
る
家
が
な
か
っ
た
ら
、
私

は
旅
な
ど
に
は
出
な

い
で
し
ょ
う
。

住
む
家

が
あ
り
、
家
族

が
あ
り
、
友

人
が
い
る
と

い
う
こ
と
が
ど
ん
な

に

恵
ま
れ
て

い
る
こ

と
か
、
旅
を
し
て

初
め
て
私
は
気
付
く
の
で
す

。

○長科・22歳

張　間　　基

ヤング
メッセージ

№2
1
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明
日
を
担
う
青
少
年
が
、
た
く
ま

し
く
、
健
全
に
成
長
す

る
こ
と
を
だ

れ
も
が
願
っ
て

い
ま
す

。

「
青
少
年
育
成
蓬
田
村
民
会
議
」

は
、
地
域

の
さ
ま
ざ
ま
な
立
場

に
あ

る
住
民
、
各
種
団
体
、
学
校
、
行
政

機
関
が
一
体
と
な
り
、
青
少
年
の
非

行
防
止
や
、
健
全
育
成

に
関
す

る
活

動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

現
在
村
民
会
議
で
は
、
こ
の
活
動

の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
る
た
め
に
、
個

人
会
貝
を
募
集
中
で
す
。
地
域
の
大

人
た
ち

が
、
ど
の
子
供
た
ち
に
も
温

か
い
目
を
向
け
る
姿
勢
と
連
帯
の
意

識
を
育
て
る
た
め
に
も
、
小
・
中

・

高
校
生
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず

関
心
を
寄

せ
る
方
は
、
ど
な
た
で
も

加
入
で
き
ま
す
。

青
少
年

に
と
っ
て
望
ま
し

い
生
活

環
境
を
整
備
す
る
の
は
地
域
社
会
の

大
人
の
役
目
で
す
。
あ
な

た
の
加

入

を
歓
迎
し
ま
す
。

●
連
絡
先
　

社
会
教
育
課

電
話
・
2
5
2
5

番

村
民
会
議
規
約
抜
す
い

（
事
業
）

第
四
条
　
こ
の
会
議
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
事
業
を
行
う
。

剛
青
少
年
が
そ
の
誇
り
と
責
任
に
つ
い
て
自
覚
を
高
め
る
た
め
の
諸
活
動

②
健
全
な
青
少
年
団
体
及
び
グ
ル
ー
プ
の
育
成
を
図
り
、
す
べ
て
の
青
少
年
が
こ
れ
に
参

加
す
る
こ
と
を
奨
励
す
る
た
め
の
諸
活
動

即
勤
労
青
少
年
の
教
育
、
福
祉
対
策
を
進
め
、
そ
の
生
活
条
件
な
ど
の
改
善
を
促
進
す
る

た
め
の
諸
活
動

兩
体
育
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
奨
励
す
る
た
め
の
諸
活
動

㈲
健
全
育
成
施
設
の
整
備
を
促
進
す
る
た
め
の
諸
活
動

㈲
家
庭
教
育
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
の
緊
密
な
連
携
を
図
る
た
め
の
諸
活
動

⑦
家
庭
の
健
全
化
を
図
る
諸
活
動

㈲
青
少
年
の
非
行
防
止
の
た
め
の
諸
活
動

㈲
社
会
環
境
の
浄
化
を
図
る
た
め
の
諸
活
動

㈲
そ
の
他
、
こ
の
会
議
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
諸
活
動

（
会
員
）

第
五
条
　
こ
の
会
議
は
、
こ
の
会
議
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
個
人
及
び
団
体
を
も
っ
て
構
成

す
る
。



思
い
や
り
の
心
育
て
た
い

阿
弥
陀

川
母

親
ク
ラ

ブ

が
発

足

し

た
の

は
六
年

前
。

私

か
母

親

ク

ラ

ブ

の
会

長
に

な
っ

た

の
は

、
今

年

の
春

で
す

。

今

ま
で

は
母

親
ク
ラ

ブ
と

い
っ

て

も
き

ま
っ

た
こ

と
に
協
力

す

る

だ
け
で
し

た

。
自
分

が
会

を
ま

と

め

た
り
指

導
す

る
立

場

に
な
っ
て
、

初

め
て
母

親
ク

ラ
ブ

の

重
要

さ
に

責

任
を

感
じ

て

い
ま

す

。

発
足
当

時

は
、

お
母

さ
ん

た
ち

の

。
和

”
を

つ
く

り
、
活

動

の
趣

旨

を
理
解

し

て
も

ら
う

こ
と

に
一

年

を
過

ご
し

た
よ
う

で
す

。
六

年

間

に

、
会
長

を
ひ

き
う

け

た
の

は

私
で
四

人

め
で
す

が
、
そ

れ
な

り

に
、

い
っ
し

ょ
う

け

ん
め

い
活
動

を
続

け
て

き
ま
し

た

。

こ

れ
ま
で

の

事
業
内

容

を
紹
介

す

る

と
、

親
子
体

力

づ
く
り

と
し

て
ア

ス

レ
チ

ッ

ク
で
汗

を

流
し

た

こ
と

や

、
足

を
鍛

え

る
た

め
に
サ

イ

ク
リ

ン
グ
セ

ン
タ
ー

に
出

か
け

た
こ

と

が
思

い
出

さ
れ
ま

す
。

と

く
に

、

い
っ
し
ょ

に
行

っ

た

お
ば

あ
ち

ゃ

ん
も
昔

を
思

い

だ
し

た
の

か
自

転
車

に
乗

り
、

汗
を

ふ

き
ふ

き
コ

ー
ス

に
挑
戦

し

た
こ

と

は
愉

快
で
し

た
。

親
と
子

が
和

を
深

め

る
集

い
と

し

て

、
ミ

ニ
運
動

会

や
ク
リ

ス

マ

ス
会

、
読
書

会

を
開

い
て
い
ま
す
。

ク
リ

ス

マ
ス
会

に

は
親
子

で
で

き

る

ゲ
ー

ム
を
く

ふ
う
す

る

な

ど
、

会
員

一
同
協

力
し

あ

い
ま

す

。

子

ど
も

た
ち

の
安

全
対

策

と
し

て

、
水
難

事
故

防
止

教
室

と

、
交

通
安

全

の
た

め
に
園

児

の
送
り

迎

え
を

し
て

い
ま

す

。
奉
仕

活
動

と

し
て

、

ス
ク
ー

ル

バ
ス

停
の

ガ
ラ

ス
修

理

、
公

民

館

の
清
掃

が
あ
り

ま
す

。
今

年

の
春

に
は

、
地
域

の

美
化

運
動

と
し

て

、
草
取

り

、
空

カ

ン
収
集

を
行

い
ま

し

た
。

ご
み

捨
て
場
で
な
い
と
こ
ろ
に
よ
く
ご

み
が
投
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
場
所
に
立
札
を
立
て
た
り
、
ゴ

ミ
入
れ
用
の
缶
を
各
班
に
取
り
付

け
ま
し
た
。

今
後
、
母
親
と
し
て
の
学
習
は

も
ち
ろ
ん
、
健
康
で
思

い
や
り
の

あ
る
広
い
心
を
持
っ
た
子
ど
も
た

ち
を
育
て
あ
げ
る
よ
う
な
母
親
ク

ラ
ブ
に
し

た
い
と
思

い
ま
す
。

折
々
の
記

藤
　
本
　
富
　
代（

長

科

）

倒
れ
て
も
な
ほ
花
開
く
コ
ス
モ
ス
に

夜
毎
の
露
の
　

な
ぐ
さ
め
あ
ら
む

寂
し
け
れ
ば
秋
や
わ
ら
か
き
芝
草
の

人
恋
ふ
こ
こ
ろ
　
素
足
よ
り
泌
む

浜っ子もビックリ

定置網にクジラ

網を引き揚げ たら、なんとクジラが

一頭。このクジラは10月５日の朝、中

沢の山口竹松 さんの定置網に入ってい

たものです。 山口さんはさっそく無線

で応援の船を呼び寄せ 、やっと陸へ揚

げ ました。

全長3.6 メートルの クジラは、イワ

シやフクラゲを追っている途中網にか

かったらし く、珍しい獲物に子供たち

もビックリ。漁師歴33年という山口さ

んですが、15年ほどクジラを見かけな

かったそうで､“今年は大漁かな”とう

れしそうです。

森　睦世

会　長

阿弥陀川母親クラブ

母親グラフ通信②
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雪
ふ
れ
ば
か
え
り
ま
す
か

・
蓬
田

小
２

年

・
金
谷

百
合

絵

お
父
さ
ん
元
気
で
す

か
。
お
父

さ

ん
、
は
た
ら
い
て
い
ま
す
か
。
け
が

し
な

い
で

い
ま
す
か
。
ゆ
き
が
ふ
っ

た
ら
か
え
っ
て
き
ま
す
か
。

は
や
く
お
わ
っ
て
う
ち
に

い
て
、

そ
の
ま
ま
し

ご
と
に
行
っ
て
、
ゆ
う

が
た
か
え
っ
て
く
れ
ば
い
い
と
思
い

ま
す
。

お
父
さ
ん
が
か
え
っ
て
く
れ

ば
、
お
父
さ
ん
の
車
で
か
に
た
に
行

っ
て
、

お
り
が
み
や
ぬ
り
え
を
か
っ

て
も
ら
う
に
い
い
で
す
。
い
え
に

い

れ
ば
、
て
つ
や
と
す
も
う
を

と
っ
た

り
し
て
あ
そ
ぶ
に

い
い
で
す
。

お
父

さ
ん
が
い
な

い
か
ら
、
て
つ

や
は
早
く
ね
て
い
ま
す
。
お
父

さ
ん

早
く
か
え
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

事
故
に
気
を
つ
け
て

・
蓬

田
中

３
年

・
木
村
伸

一

父
さ
ん
元
気
に
や
っ
て
い
ま
す
か
。

ぼ
く

た
ち
も
元
気
で
す
。

も
う
秋
で
と
て
も
寒

い
の
で
、
体

に
は
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
こ
っ

ち
で
は
も
う
少
し
で
中
学
校
の
運
動

会

が
あ
り
ま
す
。
今
、
そ
の
た
め
に

が
ん
ば
っ
て

い
ま
す

。
家
で
は
変

わ

っ
た
こ
と
も
な
く
、
み
ん
な
で
が
ん

ば
っ
て

い
ま
す
。

父

さ
ん
も
が
ん

ば
り
過

ぎ
て
病
気

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
健
康

だ
け
に

は
じ
ゅ
う

ぶ
ん
気
を
つ
け
て

く
だ
さ

い
。
運
動
会
を
見
せ
ら
れ
な
い
の
は

残
念
だ
け
ど
、
が
ん
ば
り
ま
す

。

も
う
部
活
動
も
終
わ
っ
て
、
ぼ
く

は
入
試
の

た
め
に
勉
強
を

が
ん
ば
ろ

う
と
思
っ
て

い
ま
す

。
父
さ
ん
も
仕

事

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
く
れ
ぐ

れ
も
事
故

だ
け
に
は
気
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

北
海
道
は
、
こ
ち
ら
よ
り
冷
え
る

と
思
う
の
で
、
前
か
ら
悪

か
っ
た
腰

や
腹
を
だ
い
じ

に
し
て
く
だ
さ

い
。

こ
れ
か
ら
も
、
が
ん

ば
っ
て
く

だ
さ

い
。
ぼ
く
た
ち
も

が
ん

ば
り
ま
す
。

と
つ
ち
ゃ
へ

蓬
田
中
３
年
・
和
田
　

剛

と
っ
ち
や
元
気
だ
が
。
わ
も
、
正

道
も
、
お
か
っ
ち
ゃ
も
、
み
ん
な
元

気
だ
。
と
っ
ち
ゃ
も
仕
事
け
っ
ぱ
れ
。

剛
も
学
校
さ
、
ま
じ
め
に
行
く
か
ら
。

と
っ
ち
ゃ
元
気
で
。
剛
も
、
正
道

も
、
お
か
っ
ち
ゃ
も
、
み
ん
な
元

気

で

い
る
か
ら
。

あ
と
が
き

今
回

か
ら
、
わ
が
家
を
遠
く
離
れ

て
仕
事
を
す
る
お
父
さ
ん
方
へ
、
子

供
た
ち
の
便
り
を
と
ど
け
ま
す
。
帰

り
を
待
ち
こ

が
れ
て

い
る
子
や
、
中

学
生
ら
し
く
、
留
守
を
し

っ
か
り
守

ろ
う

と
す
る
子
供
た
ち
の
気
持
ち

が

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
凶
作
。

出
稼
ぎ
者

が
増
え
そ
う
で
す
。
蓬
田

村
の
お
父
さ
ん
方
、
体
に
気
を
つ
け

て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

戸籍の

窓　口
(蓬田村の人口:4,527 人)

８月・９月受付 分:

○ お誕生 お めで とうご ざい ます。

川嶋麻 優 子 （ 勝利 ・ ２女）

小 野　 真一　 （ 英雄 ・長 男）

細 谷　佳 久　 （仁　 ・ ３ 男）

坂本　 悟 一　 （万 蔵・ ４ 男）

木村　　 香　 （光秀 ・ ２女 ）

森　　 智 子 （林 之進･2 女 ）

坂本　 悠 麻　 （忠 則 ・長 男）

吉 崎　 千絵　 （達 志 ・２女 ）

大 宮　 裕之　 （正 志 ・長 男）

武井　 大 介　（ 一成 ・長 男）

越田寿 弥江　 （ 勇一 ・長 女）

工 藤　 貴 弘　（ 貴 美 男・長 男）

山舘　 幸 枝　（ 昭夫 ・長 女）

大宮　 美 怜　（ 久 司・長 女 ）

○ご結 婚 おめで と うござい ます。

（水 川　 一司　 （ 岡 山県）

秋 田　 和 子　（瀬 辺 地）

（今　　 正一　 （ 今別 町）

久慈 久美 子 （ 広　瀬 ）

（ 中 川　順一　 （ 郷　 沢）

梅 田久美 子 （ 青森 市）

（ 黒 瀧　博 道 （ 弘 前市 ）

福井　 和 子　 （郷　 沢 ）

（ 清 野　　 実　 （ 山形県 ）

松 本美穂 子　 （長　 科 ）

（飯 田　 敏彦　 （瀬 辺地 ）

鷲 尾 ひさ子　 （平 舘 村）

（高 田　　 諭　（ 郷　 沢）

記 田左 知 子　（ 蟹 田町）

（ 武井　 金善 （ 広　 瀬）

逢坂真 利 子　（ 平 内町）

（工 藤　一 己 （ 青森 市 ）

小 川久 美子　 （広　 瀬 ）

（ 張 間　　 晶　 （長　 科 ）

小 林千 恵子　 （青 森 市）

●お悔 や み申し あげ ま す。

田中 卯之松 （ 瀬辺 地 ・78歳 ）

藤本　 りさ　（ 長科 ・61 歳）

森　　 さ ん　（ 阿弥 陀 川･85 歳）

こせきの窓口16 と
っ
ち
ゃ

元
気
で
す
か
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